
［編集後記］令和2年度は新型コロナの１年でした。人々の日常は大きく変化
し、目に見えないウイルスが、これほど人の生活に影響をもたらすとは思いま
せんでした。生活の仕方で感染者数は増減し、その後の社会や生活のスタイ
ルも変わります。私たちは自分で出来る感染予防を徹底していくことが、結
果としてコロナの収束に繋がり、人の命も救うことを学びました。さらに、コ
ロナの本当の怖さは経済活動を低迷させ、見えづらかった社会の分断を可
視化して人と人との繋がりを奪うことも思い知らされました。私たちはコロナ
によって学んだ多くのことを未来に繋げなければなりません。コロナによって
大きく変貌する大学での生活や学ぶ環境をクリエイティブな逆転の発想で
意義あるものにしなければならないと考えます。（地域交流センター長）
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◎「勇心酒造株式会社バリアケアPR動画制作プロジェクト」オンラインにて
始動（D・Aコース）

◎日本Androidの会 Flutter勉強会（情報ビジネスコース）
◎三豊市・日野自動車×香川短期大学連携事業（情報ビジネスコース）

◎松山・野球拳オンラインまつり出演　惚れてまうで賞受賞（ダンスゼミ）
◎保育講座プロジェクト「子どもの発達と遊びについて」（飯山高校）（子ども学科）
◎少年健全育成活動＜夏休み塾＞（ボランティア同好会）
◎旧町内夜間防犯パトロール（ボランティア同好会）

◎令和2年７月豪雨災害義援金募金活動（香川短期大学学生赤十字奉仕団）
◎保育講座プロジェクト「子どもの発達と遊びについて」（飯山高校）（子ども学科）
◎「かがわｅかみしばいコンテスト2020」表彰（情報ビジネスコース）
◎みとよ×香川短大連携事業ポスターデザイン一次審査（情報ビジネスコース）

◎たのしくレクリエーション"フォトウォークinみとよ"（生活介護福祉専攻）
◎「勇心酒造株式会社バリアケアPR動画制作プロジェクト」第１次完成（D・A
コース）
◎三豊市内ゲストハウス及び父母ヶ浜フィールドワーク（情報ビジネスコース）
◎レスパスラボ「子ども食堂」ハロウィンイベント　香川短大を探検しよう（全学科）
◎2020 明治安田生命J3リーグ カマタマーレ讃岐×SC相模原　ハーフタイム出
演（ダンスゼミ）
◎丸亀通町商店街みたから市　ダンスパフォーマンス出演（ダンスゼミ）

◎かがわ菓子まつり・希少糖まつり－希少糖入り健康スイーツの販売（商品開発
＆調理ゼミ）
◎（公財）明治百年記念香川県青少年基金助成事業：学生による企画提案活動
支援事業開催「生活文化にふれよう！－郷土の食べ物を使ったオリジナルお
弁当を作ろう！－」（食物栄養専攻）
◎宇多津町を障害者にとって住みやすくする活動第２弾（生活介護福祉専攻）
◎宇多津町の認知症施策推進モデル事業　認知症対応劇の映像化（生活介護
福祉専攻）
◎The Entertainment of dancing world　ダンス公演（ダンスゼミ）
◎保育講座プロジェクト「子どもの発達と遊びについて」（高瀬高校・笠田高校）
（子ども学科）
◎保育者研修会「気になる子どもに音楽療法的活動の活用について」（子ども
学科）
◎丸亀市「まるっこフェス」参加（子ども学科）

◎レスパスラボ「子ども食堂」食育指導と料理指導（食育ゼミ）
◎丸亀市立郡家小学校５年生を対象とした介護の魅力発信のワークショップ
（生活介護福祉専攻）
◎NHK海外たすけあい募金キャンペーン（香川短期大学学生赤十字奉仕団）
◎レスパスラボ「子ども食堂」食育指導（保育ゼミ）
◎喜田建材（三豊市）とのコラボレーション「リノベーションプロジェクト」開始
（D・Aコース）
◎「勇心酒造株式会社バリアケアPR動画制作プロジェクト」第２次完成（D・A
コース）

◎和のコンテンポラリー2020 親子でHAIZAIアート：世界でオンライン（D・A
コース）
◎少年健全育成活動＜冬休み塾＞（ボランティア同好会）
◎四国健康村とのコラボ　スイーツ（台湾カステラ）販売（商品開発＆調理ゼミ）
◎レスパスラボ「子ども食堂」食育指導（食物栄養専攻）

◎レスパスラボ「子ども食堂」食育指導（食物栄養専攻・食育ゼミ）
◎香川短期大学産学連携プロジェクト商品開発発表試食会（商品開発＆調理ゼミ）
◎デザイン・アートコース卒業制作展（D・Aコース）
◎新都市夜間防犯パトロール（ボランティア同好会）
◎カルチャー講座　親子料理教室（1年生有志）
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コロナ禍に届いた
温かいご支援

地元の企業から食料を寄贈していただきました
　6月22日、株式会社 久保田麺業（本社：丸亀市　営業本部：宇多津
町）より半生うどん（300ｇ/1袋）2000袋の寄贈がありました。6月10日、
コロナの影響でアルバイトが激減した本学留学生の様子『減らそう 学
生の生活苦』（NHK高松放送局「ゆう6かがわ」）の放送を見て「同じ地
域で事業をしている企業として学生さんの力になりたい」との願いで寄
贈いただきました。久保田麺業は、「さぬきうどん」を基盤に業績を飛
躍的に伸ばしてきた麺類総合メーカーで宇多津町に営業本部を置いて
います。同じ町内の企業からの支援は学生にとっても非常にありがた
いことです。寄贈いただいた半生うどんは1人3袋を全学生に大切に配
布させていただきました。受け取った学生らは、思いがけないプレゼン
トに笑顔を見せ、「ありがとうございます」と言いながら、うどんを受け
取っていました。後日、本学と代表留学生よりお礼状をお渡ししました。
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三豊市との連携事業

　2020年4月より経営情報科情報ビジネスコースは三豊市の交通政策・ま
ちづくりに関わる事業に関して、自治体・県内の高等学校・大手自動車メー
カーと連携した地域活性化プロジェクトに関わってきました。本学の取り
組みとして、今年度は三つの過程を実施しました。
　一つ目は、地域の事前知識の習得です。市長はじめ、市内で活躍する起
業家に本学へ来校いただき、「市内で何が起こっているか」「観光産業がど
のように活発になっているか」といった具体的な活動内容について講義を
していただきました。
　二つ目は、父母ヶ浜周辺でゲストハウスを営む方の話を聞くため、荘内半
島へフィールドワークに行きました。社会人、他大学生も交えブレインストー
ミングによるプロジェクト進行に関わる課題に対する解決案と考察を行
い、地域の在り方について考えました。
　三つ目は、三豊市コミュニティバスに啓蒙活動ポスターを掲載する為に、
デザインコンテストをインターネット上で行いました。結果54作品が投稿さ
れ、インターネットやSNS上でもコンテストとデザイン案が宣伝されました。
コンテストにより選定された作品は、市内全域のコミュニティバス内に2か
月間掲載され、学生達の取り組みの結果として、ポスターデザインのうち代
表的な11作品は市役所内のデジタルサイネージにて掲載されました。

経営情報科
情報ビジネスコース

デザイン・アートコース
産学連携共同制作

勇心酒造株式会社
「バリアケア」の効能を
アニメ化

経営情報科
デザイン・
アートコース

　宇多津町創業の勇心酒造株式会社からの依頼で、同社が2019年に立ち
上げた医療ブランド「バリアケア」をPRする動画をデザイン・アートコース
の2年生6名が制作しました。この動画は、全国の学会や調剤薬局での同ブ
ランドへの理解を深めるためのもので、本年度4月、コロナウイルス感染防
止の対策で、勇心酒造の担当者とのオンラインでの話し合いを余儀なくさ
れるなかスタートしました。
　乾燥かゆみの肌トラブルを家庭でケアする「バリアケア」シリーズの入浴
剤、石けん、クリームに使われているライスパワーエキス（No.1-D、No.3、
No.11）の特徴を表したオリジナルキャラクターを登場させ、効果や使い方
を分かりやすく説明しています。絵コンテを完成させた後、テロップやナ
レーション、効果音の使い方、キャラクターたちの動きに磨きをかけ、イン
パクトをもたせるよう何度もブラッシュアップを重ねて、約4分の短い動画
に編集しました。

　リーダーの唐渡千夏さん、小林千紘さんはそれぞれ「誰かのために作品を制作するのはとても貴重な経験になった。」「想像以上に難しいけれど、分かりやす
く伝えられるように工夫した。」とし、キャラクターを考案した川村朱莉さんは「効能や性質が一目で分かり、見た人の心に届くようなデザインを心掛けた」と
説明しています。
　動画は学会のブースや医療機関、調剤薬局ですでに視聴されており、「かわいらしく、わかりやすい」と好評を得ています。その後、新しく開発された「インバ
スミルク」（ライスパワーNo.7配合）の新キャラクターによる解説も追加され、約1年間の制作期間を経て、2021年2月に最終版が完成しました。

カルチャー講座
　地域交流センターは宇多津町教育委員会との共催でカルチャー講座を開講しています。2020年度、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、5月から
の開講は中止とし12月から5講座のみの開講となりました。学内での検温、参加人数制限などの感染症対策を施した中での開催となり、参加をお断りした
方々には深くお詫び申し上げます。今後はウィズコロナ時代に対応した講座の開講を模索し、地域住民の方々の生涯学習講座としての役割を果たしていき
たいと考えています。

2021年度開講講座につきましては、決まり次第ホームページに掲載いたします。詳しくは香川短期大学ホームページでご確認ください。
▶▶  https://www.kjc.ac.jp

・プログラミングに挑戦 ブロックリーゲームを体験しよう 経営情報科 岩倉洋平講師
・大人が愉しむ絵本講座 ～絵本の絵を読む～ 附属図書館 藤原まゆみ司書
・親子料理教室（郷土料理） 食物栄養専攻 松永美恵子教授、上北采佳助教

・認知症サポーター養成講座 生活介護福祉専攻 田村 充助教
・ミニクルクルレインボーを作ろう 子ども学科 新岡礼伸准教授

2020年度 開講一覧

2021年度 開講予定講座

2 0 2 0年度講座概要 

親子料理教室を開催
　食物栄養棟調理実習室でコロナ対策を行いながら親子料理教室を開催しました。3月3日のお雛様
を控え、今回はおひな様料理で、献立は「甘酒のカップ寿司」「エビのゴマソース」「三色吸い物」「おひ
なさまクレープ」でした。定員も8組と限定しての開催でしたが、皆さん元気で「コロナに負けない」の
気持ちが伝わってきました。
　親子料理教室を通じて食の楽しさ、大切さを知ってもらうことが一番の目的です。献立も新型コロ
ナ感染症に負けない免疫力を増やそうということも考え、発酵食品の甘酒を使ったり、ビタミンCたっ
ぷりのブロッコリーを使いました。また昆布とかつお節でだしを取って作った吸い物のうま味、伝統料
理などを取り入れ、「本物の味」を知ることで食の意識が高まることを望んでいます。全員で自分たち
の作った料理を食べると、「美味しいね」「楽しかった」と笑顔があふれていました。仲間や親子で料
理を仕上げることで子どもたちも元気が出た半日でした。

プログラミングに挑戦 ブロックリーゲームを体験しよう
　受講生に論理的思考に加えて、問題解決の楽しさを実感し、プログラミング能力を体験してもら
うため、Googleが未来のプログラマー向けに提供しているサービスであるBlockly Game（ブロック
リーゲーム）を利用した講座を行いました。このゲームではプログラマー初心者でもそれぞれマイ
ペースに学んでいけるよう、ゲーム感覚でステージをクリアしていってもらいます。
　1日目は、『パズル』『迷路Lv1～Lv10』にチャレンジしてもらいました。迷路は小学校低学年くらい
の知識と知恵と忍耐力があればクリアしていけます。ヒントをもとに進めていきましたが、迷路の
Lv8以降は難しく、クリアした時は大人・子ども関係なく喜んでいました。
　2日目は、『鳥』と『タートル』のステージとなります。x軸・y軸の二次元的な要素と鳥やタートル線の
進行方向（角度）の知識が必要となるため、小学校高学年の知識が要求されます。まだxやyなどの変
数を学んでいない小学生でもゲーム感覚で楽しく進めることで積極的に取り組んでもらえました。
　参加者全員が初体験でしたが、「楽しかった」「少し難しかったけれど、いろいろな話が聞けやる気
につながった」と感想を言ってくれました。

▲ ライスパワーの特徴に応じて学生が考案した3種のキャラクター

セルフケアで繰り返さない
乾燥かゆみ「医療機関向け
ブランド・バリアケア」
勇心酒造株式会社

▲ PR動画はこちらから
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